
［成果情報名］カンキツヒメヨコバイの加害による大豆の矮化症状 

［要約］カンキツヒメヨコバイが大豆を加害することで、矮化し葉が黄化する症状が発生

する。この症状はカンキツヒメヨコバイの吸汁によって引き起こされる障害であ

り、カンキツヒメヨコバイの発生が多いほ場で発生しやすい。 
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［背景・ねらい］ 

2014 年にいなべ市の大豆栽培ほ場で、8 月に株が矮化し、葉が黄化する症状が発生し

て問題となった。この矮化症状が発生したほ場では、カンキツヒメヨコバイの多発生が

確認されたことから、本種により矮化症状が引き起こされる可能性が考えられた。カン

キツヒメヨコバイについては農林有害動物・昆虫名鑑に大豆の害虫として記載はあるが、

その症状・被害についての報告はないことから、この矮化症状が本種によって引き起こ

されるかどうかは不明であった。そこで、本種によって大豆の矮化症状が引き起こされ

るかどうかを検証した。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．大豆の節間や葉柄が矮化し葉が葉縁から黄化する矮化症状（図１）が発生した大豆栽

培ほ場では、カンキツヒメヨコバイ（Apheliona ferruginea）（図２）の多発生が確認さ

れた。 

 

２．カンキツヒメヨコバイの成虫を大豆に放虫すると、加害された後の節間や葉柄

の伸長が抑制される。しかし、本種を大豆から除去すると、節間や葉柄の伸長は

抑制されない（図３）。  

 

３．矮化症状はカンキツヒメヨコバイに加害されている期間に発生し、本種を除去

すると除去後に生育する部位には矮化症状が発生しないことから、本種によって

媒介されるウイルス病によるものではなく、本種の吸汁によって引き起こされる

障害である。  

 

４．カンキツヒメヨコバイは矮化症状が発生していない大豆栽培ほ場でも発生が認められ

るが、矮化症状が確認されたほ場は本種の密度が高い（表１）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．同様の矮化症状が発生した際、大豆株の払い落し調査をして、カンキツヒメヨコバイ

の多発生が確認された場合は、本種の加害によって発生した症状と考えられる。  

 

２．この矮化症状による大豆への経済的被害は明らかになっていない。  

 

３．大豆のカンキツヒメヨコバイを対象とした殺虫剤の農薬登録はない。 

 

 

 




